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2.本 研究の目的と位置付け

2.1 救急初療のための医薬品の必要性

病院では、平常時だけでなく、異常時に備え

ておく必要がある。特に震災時には、病院にお

いて医師 ・看護師の不足や、医薬品の不足が発

生すると考えられる。

震災を考慮 した医薬品のロジスティクスは、

震災後の経過時間によつて、避難期 (震災発生

直後～3日 )、救援期 (4日 ～1週 間)、復旧 。

復興期 (1週間～)に 分けられる。また、医療 ・

看護行為によつて、救急初療、治療、療養に分

けられる。避難期は、道路の不通により、医師

が病院に来られないことや、医薬品が病院まで

届けられないことが考えられる。そのため病院

では、震災に備えて事前に医薬品の在庫を検討

しておくべきである。また、救急初療に必要な

医薬品が不足した場合、重傷者の生命が失われ

る可能性が高くなる。

このことから本研究の対象範囲を、避難期の

救急初療に必要な医薬品のロジスティクスと

位置づけられる。

2.2 本研究の目的

震災時には多くの負傷者が病院に運ばれて、

その負傷者すべてに対 して、始めに救急初療

(救急患者の容態を安定させる処置)が行われ

る。救急初療を行 う際には医薬品が必要である

が、その際に使用するために病院内に在庫すべ

き医薬品の量を決める方法は、明らかとなって

いない。

本研究の最終的な目的は、震災時の救急初療

において、滞 りなく患者を治療できる体制を整

えるためのロジスティクス0システムの構築に

ある。            .

そのための基礎的な研究として、本稿では病

院における震災時の救急初療に必要な医薬品

の量の推計方法を提案することを目的とする。

2.3 既往研究と本研究の位置付け

病院を対象 とした震災対策に関する既往研

究は、①事例から被災地の病院の実態と課題を

明らかにした研究
(1)(2)(3)、

②震災時における患

者の交通行動や病院間の輸送等、院外の交通に

着 目した研究
“

X5)、③病院の震災時の対応能力

を定量化 した研究
(0が

挙げられる。

しかし、これ らの研究には、外傷の内容と負

傷者数に基づき、震災時の救急初療に必要な医

薬品の量を明らかにした研究はない。

本研究は、病院の規模 と収容能力に基づいて、

震災時の外傷ごとの負傷者数を推計したのち、

救急初療に必要な医薬品の量の推計方法を提

案 している点に特徴がある。

3.震 災時の救急初療に必要な医薬品の量の推

計の考え方

3.1 推計のための条件設定

(1)災 害拠点病院

本研究では、震災時の救急初療を行 う災害拠

点病院を対象とする。

なぜなら、災害拠点病院は、震災時に救急初

療への対応ができる病院であり、震災時に多く

の負傷者が来院する可能性がある。このため、

救急初療に必要な医薬品を病院内で用意する

ことが望ましいからである。

以下、本稿において 「病院」は、災害拠点病

院を指すこととする。

(2)期 間

本研究では、救急初療の必要な患者は、震災

発生から 3日 以内に災害拠点病院に運ばれて

くると考える。

この根拠として、阪神 。淡路大震災時に救急

初療の必要な外傷をおった患者は、震災発生か

ら3日 以内に概ね来院しているからである。
(7)

(3)重 傷者

本研究では、震災による負傷者のうち、医師

による治療及び入院が必要な 「重傷者」を対象

とする。

なぜなら、重傷者は治療に必要な医薬品が不

足 した場合、生命予後にかかわるからである。
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PBl=P X Sl・ ・・………………………………・・‥・・…。(1)

P32=P× S2・・・・・̈・・………・・̈・・̈・・・・̈¨̈ ・・・2)

PBl:屋 内 (在宅)滞 留人口[人]

PB2:屋 内 (勤め先その他)滞 留人口[人]

P:対 象地域の人口[人]

Sl:屋 内 (在宅)人 口滞留率[0/。l

S2:屋 内 (勤め先その他)人 口滞留率[埼

手順③ :対象地域の建物構造別の屋内滞留人口

の推計

マニュアルでは、住宅の建物構造は木造と非

木造の 2種 類があり、勤め先その他は非木造建

物のみとしている。また、木造建物は倒壊 しや

すく、非木造建物は倒壊 しにくいとしている。

以上のことから、建物構造別の屋内滞留人口

PClヽPC2は ヽ屋内 (在宅)滞 留人口PBl、屋内

(勤め先その他)滞 留人口PB2ヽ木造住宅床面

積比率RI、非木造住宅床面積比率R2を 用いて、

式(3)(4)より求める。

Rl、R2は ヽマニュアルの 「表 構造別住宅

床面積比率の設定」(都市圏別、建物構造別の

住宅床面積比率の表)を 参照する。

PCl=PBI x RI・ ・……・・̈ ・̈・̈・・̈・・̈。・̈・・・。(3)

PC2=PBl× R2+P32 ・̈・・・̈・・……・・……。(4)

PCl:木 造建物内滞留人口[人]

PC2:非 木造建物内滞留人 口[人]

PBl:屋 内 (在宅)滞 留人口[人]

PB2:屋 内 (勤め先その他)滞 留人口[人]

Rl:木 造住宅床面積比率[均

R2:非 木造住宅床面積比率[0/。l

手順④ :対象地域で発生する重傷者数の推計

対象地域で発生する重傷者数 wAは 建ヽ物構

造別の屋内滞留人口PCkと建物の全壊率RWh

を用いて、式(5)より求める。式(5)は、屋内滞

留人口 (PCk)に 、全壊の建物の青J合 (RWb)

を乗 じて、全壊の建物内にいる人口を推計する。

この値にマニュアルに記載された、全壊の建物

内にいる人が重傷となる割合 (0.0309)を乗 じ

て、重傷者数 WAを 推計している。

RWJは 、マニュアルの「表 木造建物全壊率」

と 「非木造建物全壊率」(それぞれ地表最大速

度 (地震の強さを表す指標)別 、建築年別の全

壊率の表)を 参照する。補)

″И=ΣΣPQXO・0309X R'%……(5)
■  "

WA:対 象地域で発生する重傷者数[人]

PCl:木 造建物内滞留人口[人]

PC2:非 木造建物内滞留人口[人]

RWH

RW12

RW13

RW21

RW22

S46以前に建築された木造建物の全壊率10/。l

S47～S56に建築された木造建物の全壊率[幻

S57以降に建築された木造建物の全壊率%]

S56以前に建築された非木造建物の全壊率[0/。l

S57以降に建築された非木造建物の全壊率[均

4.3 病院で必要な医薬品の量の推計 (図1

のC)

手順⑤ :当該病院に来院する重傷者数の推計

震災で来院する重傷者数 WTは 、対象地域の

設定方法により異なる。本稿では、対象地域を

行政区域で設定した場合について、WTの 推計

方法の一例を示す。

対象地域で発生した重傷者は、最寄の病院や

かかりつけの病院に運ばれることも考えられ

るが、ここでは病院の規模 (病床数)に 応じて

運ばれると仮定する。

よつて、病院に来院する重傷者 WTは 、対象

地域の病院の総病床数 BA、当該病院の病床数

BT、対象地域で発生する重傷者数 WAを 用いて、

式(6)より求める。

″r=″ИX Br/βИ・̈……………………(6)
WT:当 該病院に来院する重傷者数[人]

BT:対 象地域の総病床数[床]

BA:当 該病院の病床数[床]

wA:対 象地域で発生する重傷者数〔人]

手順⑥:当該病院に来院する外傷ごとの重傷者

数の推計

当該病院に来院する外傷ごとの重傷者数

WPnは 、当該病院に来院する重傷者数 WTと 外

傷の構成比αnを用いて、式(7)より求める。

外傷の構成比αnは、阪神 ・淡路大震災時の

外傷別負傷者数の分布の中から、本研究での外

傷の種類に一致する外傷を抜き出し、作成した。

(表1の αn)
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表6 ケーススタディにおいて推計 した

震災時の救急初療に必要な医薬品の量

維持液 (500m!)く292本 )、 ホ
・ヒ

°
卜・ンヨート

°(2,440ml)、

ク
°
ルコン百麦クロムヘキシシ・ン (2,440m:)、 セファメシ・ンNa (250mg

X183本 )、生理食塩水 (100m!X183本 )、破傷風

トキソイト
°(0.5mi×61,本)、 ロキソニン(183錠)、 ホ

°
ルタレン

サホ
°
(122錠 )、へ

・ンタシ・ン(915mg)、キシロカイン

'L(150ml)、キリロカインセ
°
リー (180mg)、 1目胃麦卜

・ハ・ミン (51ハ
°
ック)、 ノルア

ト・レナリン (1本 )、 献mァルフ・ミン20% (2本 )、 フ
・
ラスマネート

カッター(112本 )、アト・ナ(100mg X l本)、トランサミン(1,000mg

Xl本 )、力・スタ→L(10mg× 2本 )、ク・リセオーだL(2∞ ml

X4本 )、注射用エフオーワイ(1本)、フサン注 (1本)、ソル・

メト・ロール (3本 )

注)患者の状態、受傷面積により使用量が異なる品目を除く。

ただし、本研究の推計方法では、3つ の仮定

(病床数により重傷者は各病院に配分される、

外傷の構成比 αnは阪神 ・淡路大震災時と等し

い、1人 の救急初療に必要な医薬品の量β理は

平均的な体格の成人男性の処置への使用量と

している)で ある。この仮定が変われば、当然

のことながら、推計結果は異なることになる。

6.お わ りに

6.1 結論

本研究では、病院において震災時の救急初療

に必要な医薬品の量の推計方法を提案 した。

また、ケーススタディとして、東京都文京区

の T病 院において、救急初療に必要な医薬品

の量を推計した。

その結果、T病 院では震災時の救急初療のた

めに必要な医薬品の量が、維持液 292本 、ポビ

ドンヨー ド2,440ml等、具体的に示された。

6.2 今後の課題

今後は、救援期 (震災発生後 4日 ～1週 間)、

復旧。復興期 (震災発生後 1週 間～)に おける

医薬品のロジスティクスや、救急初療以外の治

療、療養のための医薬品のロジスティクスを検

討する必要がある。

さらに、医薬品以外の医療 ・看護行為のため

の物資 (医療材料や医療機器等)や 、入院患者

のための食料品や生活物資等も同様の検討が

必要と考えられる。
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補 注

補)マニュアルでは、地震による被害を想定する際に、

地震の加速度を用いている。ここでは、推計を簡

便にするために、最も大きな加速度を想定し、地

震の加速度を 600gal以上とする。
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